作成例

設 立 趣 旨 書


特定非営利活動法人〇〇山林保全ネットワーク
設立代表者　△△△△　

１　趣旨
【団体を立ち上げることになった社会的な要因や背景、団体のこれまでの活動内容（どういった活動をしてきたか）等を記述】
〇〇地域の山林は、地域の暮らしを支える重要な自然資源です。また、里山として人々の生活に関わり、自然体験や環境学習の場としても親しまれてきました。
しかし近年、担い手の減少等により山林の手入れが行き届かず、竹林の拡大、倒木、散策路の荒廃などの課題が生じています。私たちは任意団体として、下草刈り、間伐、竹林整備、散策路清掃、自然観察会等に取り組んできました。

【なぜ特定非営利活動法人としての法人化が必要なのか、必要性等を記述】
今回、法人として申請するに至ったのは、任意団体として実践してきた山林保全活動を地域に定着させ、継続的に推進していくためには、社会的信用を有する公的な組織として活動基盤を整えることが必要であると考えたからです。また、当団体の活動は営利を目的とするものではなく、不特定多数の市民の利益に資する環境保全活動であることから、特定非営利活動法人格を取得することが最適であると考えました。

【法人となることで、さらにどのような社会貢献ができるのか、発展の展望等を記述】
特定非営利活動法人となることで、組織運営の透明性と継続性を高め、山林の保護、里山の再生、自然環境の保全、環境学習の推進及び地域住民の交流促進に関する事業を安定して展開することができるようになり、豊かな自然を次世代へ引き継ぐ地域社会の実現に寄与できると考えます。

２　申請に至るまでの経過（※時系列に沿った箇条書きが望ましいです。）
○年○月　任意団体「〇〇山林保全ネットワーク」を発足した。
○年○月　竹林整備及び散策路清掃を開始した。
○年○月　下草刈り、間伐、倒木処理等の実施を開始した。
○年○月　自然観察会及び環境学習会を開催した。
○年○月　関係者会議で、法人化の必要性を確認した。
○年○月　設立総会を開催し、法人設立を決定した。
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